





























































































































































	表紙
	中表紙
	目次
	第1章　序言
	1.1 はじめに
	1.2 計画の背景
	1.3 調査業務
	1.4 謝辞

	第2章　計画の背景
	2.1 国土及び人口
	2.2 国家経済
	2.3 農業
	2.4 電力
	2.5 交通・運輸
	2.6 農業支援活動

	第3章　計画地区
	3.1 位置
	3.2 地域経済
	3.3 社会基盤
	3.4 自然条件
	3.4.1 地形
	3.4.2 地質
	3.4.3 土壌
	3.4.4 気候
	3.4.5 水資源

	3.5 土地利用形態及び農業
	3.5.1 人口
	3.5.2 現況土地利用
	3.5.3 現況作付体系及び耕種法
	3.5.4 作物収量及び生産量
	3.5.5 畜産

	3.6 農業支援活動
	3.6.1 農業普及
	3.6.2 種子の増産
	3.6.3 農業金融
	3.6.4 協同組合
	3.6.5 農産物流通
	3.6.6 入植基準

	3.7 灌漑・排水システム
	3.7.1 灌漑システム
	3.7.2 排水システム


	第4章　土地及び水資源開発
	4.1 開発構想
	4.2 灌漑可能地区
	4.3 農業開発
	4.3.1 計画作付体系
	4.3.2 耕種計画
	4.3.3 予測収量及び生産量
	4.3.4 市場及び価格予測
	4.3.5 作物収支
	4.3.6 入植

	4.4 灌漑・排水計画
	4.4.1 灌漑用水量
	4.4.2 排水量

	4.5 電力需要
	4.5.1 既存の電力システム
	4.5.2 電力需要の過去の傾向
	4.5.3 需要予測
	4.5.4 発電拡充計画

	4.6 水資源開発計画
	4.6.1 灌漑用水需要
	4.6.2 水力発電用水需要
	4.6.3 必要貯水容量
	4.6.4 ダム計画の最適化
	4.6.5 将来の発電設備設置計画

	4.7 計画施設
	4.7.1 モラガハカンダ・ダム
	4.7.2 発電施設



